
78

一
九
五
〇
年
代
原
爆
の
図
展
ポ
ス
タ
ー
の
発
見

岡

村

幸

宣

美
術
史
家
の
青
木
茂
と
、
二
〇
二
〇
年
度
よ
り
丸
木
美
術
館
特
任
研
究
員

を
務
め
る
後
藤
秀
聖
の
尽
力
に
よ
っ
て
、
一
九
五
〇
年
代
の
原
爆
の
図
展
の
貴

重
な
ポ
ス
タ
ー
一
七
点
が
、
神
保
町
の
古
書
市
で
相
次
い
で
発
見
さ
れ
た
。

拙
著
『《
原
爆
の
図
》
全
国
巡
回
』（
新
宿
書
房
、
二
〇
一
五
年
）
に
は
、
上
野

誠
（
「
平
和
を
守
る
原
爆
展
」
新
潟
巡
回
、
一
九
五
二
年
）
と
新
海
覚
雄
（
練
馬

「
原
爆
展
」、
一
九
五
三
年
頃
）
の
手
が
け
た
二
点
の
ポ
ス
タ
ー
の
画
像
を
収
録

し
て
い
た
が
、
こ
れ
ほ
ど
ま
と
ま
っ
て
当
時
の
ポ
ス
タ
ー
が
現
存
し
て
い
る
こ
と

が
判
明
し
た
の
は
大
き
な
驚
き
で
あ
っ
た
。

ポ
ス
タ
ー
の
保
存
状
態
は
良
好
で
あ
り
、
保
管
者
の
詳
細
や
経
緯
は
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
当
時
の
巡
回
展
の
関
係
者
が
、
明
確
な
保
存
の

意
思
を
も
っ
て
手
も
と
に
置
い
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

一
九
五
〇
年
代
の
巡
回
展
の
盛
り
上
が
り
を
伝
え
る
力
強
く
豊
か
な
イ

メ
ー
ジ
は
極
め
て
魅
力
的
で
、
描
き
手
や
表
現
の
多
様
さ
に
も
興
味
を
惹
か

れ
る
。
ま
た
、
今
回
の
ポ
ス
タ
ー
の
発
見
に
よ
っ
て
、
新
た
な
巡
回
展
の
情
報

も
判
明
し
た
。
本
稿
は
、
こ
う
し
た
資
料
の
整
理
、
情
報
の
更
新
・
共
有
の

た
め
に
、
ま
と
め
て
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。

丸
木
位
里
と
赤
松
俊
子
（
の
ち
の
丸
木
俊
）
の
共
同
制
作
に
よ
る
「
原
爆
の

図
」
は
、
一
九
五
〇
年
二
月
に
東
京
都
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
「
第
三
回
日

本
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
展
」
に
第
一
部
《
幽
霊
》（
発
表
時
の
タ
イ
ト
ル
は
《
八
月

六
日
》）
が
発
表
さ
れ
、
そ
の
後
、
八
月
に
第
二
部
《
火
》、
第
三
部
《
水
》

が
完
成
し
て
「
三
部
作
完
成
記
念
展
」（
日
本
橋
丸
善
画
廊
、
銀
座
三
越
）
が

開
催
さ
れ
た
こ
と
を
機
に
、
全
国
巡
回
展
の
話
が
も
ち
あ
が
る
。

同
年
一
〇
月
に
峠
三
吉
が
主
宰
す
る
「
わ
れ
ら
の
詩
の
会
」
が
協
力
し
て

広
島
市
内
・
原
爆
ド
ー
ム
南
隣
の
五
流
荘
（
爆
心
地
文
化
会
館
）
で
開
催
し
た

「
原
爆
之
図
三
部
作
展
覧
会
」
が
全
国
巡
回
の
実
質
的
な
は
じ
ま
り
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
る
が
、
こ
の
時
期
の
展
覧
会
に
つ
い
て
は
、
告
知
の
チ
ラ
シ
は

い
く
つ
か
現
存
す
る
も
の
の
、
ポ
ス
タ
ー
の
存
在
は
現
時
点
で
確
認
さ
れ
て
い

な
い
。
米
軍
を
中
心
と
す
る
連
合
国
軍
占
領
下
で
、
原
爆
被
害
の
報
道
は
厳

し
く
規
制
さ
れ
て
お
り
、
六
月
に
は
朝
鮮
戦
争
が
は
じ
ま
っ
て
反
戦
運
動
も

大
々
的
に
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
時
期
な
の
で
、
充
実
し
た
広
報
物
が
作
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
決
し
て
不
思
議
で
は
な
い
。

①
今
回
発
見
さ
れ
た
ポ
ス
タ
ー
で
も
っ
と
も
古
い
資
料
は
、
一
九
五
一
年
六

月
に
岩
手
県
盛
岡
市
で
開
催
さ
れ
た
展
覧
会
で
あ
る
。

原
爆
の
圖
三
部
作
展
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会
期

一
九
五
一
年
六
月
二
〇
日
～
二
二
日

会
場

川
徳
画
廊
（
岩
手
県
盛
岡
市
）

主
催

日
本
美
術
会

後
援

岩
手
県
教
育
委
員
会

入
場
料

一
〇
円

横
た
わ
る
女
性
の
裸
体
像
は
、
位
里
の
筆
に
よ
る
「
原
爆
の
図
の
た
め
の
デ

ッ
サ
ン
」
の
一
点
。
鮮
や
か
な
黄
色
の
背
景
に
、
人
体
の
肌
が
白
く
浮
き
出
て

い
る
二
色
刷
り
の
印
刷
で
、
極
め
て
シ
ン
プ
ル
な
構
成
は
、
位
里
と
俊
が
み
ず

か
ら
三
部
作
を
携
え
て
旅
を
し
て
い
た
最
初
期
の
状
況
を
よ
く
伝
え
る
例
だ
ろ

う
。
川
徳
画
廊
は
、
老
舗
百
貨
店
の
川
徳
デ
パ
ー
ト
内
に
あ
っ
た
画
廊
。
主

催
、
後
援
な
ど
の
情
報
は
、
丸
木
美
術
館
が
所
蔵
す
る
「
原
爆
の
図
三
部
作

展
覧
会
記
録
」
と
一
致
す
る
。

①1951年6月・盛岡展 52×35.5cm

「
原
爆
の
図
」
は
早
い
段
階
で
東
北
六
県
を
巡
回
し
て
お
り
、
岩
手
県
は
五

県
目
の
開
催
。
こ
の
後
、「
原
爆
の
図
」
は
福
島
市
で
の
展
覧
会
を
経
て
、
京

都
大
学
同
学
会
の
依
頼
を
受
け
て
京
都
市
内
へ
向
か
っ
た
。

②
一
九
五
〇
年
七
月
に
京
都
の
丸
物
百
貨
店
で
開
催
さ
れ
た
「
原
爆
展
」

は
、
原
爆
を
医
・
理
・
農
・
工
・
文
・
経
済
・
法
な
ど
各
学
部
に
よ
る
総
合

②1951年7月・京都展 35.5×52cm
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的
な
角
度
か
ら
検
証
し
た
画
期
的
な
総
合
展
と
し
て
知
ら
れ
、
そ
の
後
各
地

の
大
学
生
が
主
催
し
た
「
原
爆
展
」
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
。

原
爆
展

会
期

一
九
五
一
年
七
月
一
四
日
～
二
四
日

会
場

丸
物
百
貨
店
（
京
都
府
京
都
市
）

主
催

京
都
大
学
同
学
会

後
援

京
都
府
・
京
都
市
（
交
渉
中
）
全
官
公
・
京
教
組
・
民
科
・
宗
教

人
懇
談
会
・
平
和
に
生
き
る
会
・
広
島
・
長
崎
県
人
会
（
同
大
）

特
別
出
品

丸
木
位
里
・
赤
松
俊
子

原
爆
圖
五
部
作
日
本
初
公
開
！

ポ
ス
タ
ー
の
背
景
に
描
か
れ
て
い
る
キ
ノ
コ
雲
の
作
者
は
不
明
だ
が
、
位
里

や
俊
の
絵
で
は
な
く
、
京
都
大
学
の
学
生
が
描
い
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
特

③1951年8月・川崎展 54.5×38cm

別
出
品
と
し
て
原
爆
の
図
第
四
部
《
虹
》、
第
五
部
《
少
年
少
女
》
が
三
部

作
と
と
も
に
公
開
さ
れ
た
た
め
、「
五
部
作
日
本
初
公
開

」
と
大
き
な
見
出

!!

し
が
打
た
れ
て
い
る
。
そ
の
見
出
し
と
「
原
爆
展
」
の
タ
イ
ト
ル
は
赤
、
そ
の

他
の
文
字
と
画
面
下
部
の
背
景
が
青
の
三
色
刷
り
。
画
面
左
下
に
は
「

・
26

・

限
」
と
の
日
付
の
入
っ
た
「
許
可
済
」（
掲
示
の
許
可
だ
ろ
う
）
の
印
が

7

25

残
さ
れ
て
い
る
。
四
隅
に
画
鋲
穴
の
跡
が
あ
り
、
実
際
に
使
用
さ
れ
た
も
の
だ

ろ
う
。

小
畑
哲
雄
著
『
占
領
下
の
「
原
爆
展
」

―
平
和
を
追
い
求
め
た
青
春
』

（
か
も
が
わ
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
、
一
九
九
五
年
）
な
ど
、
こ
の
と
き
の
「
原
爆
展
」

の
回
想
や
資
料
は
多
く
残
さ
れ
て
い
る
が
、
ポ
ス
タ
ー
に
つ
い
て
の
言
及
は
未

見
で
あ
る
。

③
京
都
展
の
翌
月
に
は
、
神
奈
川
県
川
崎
市
の
百
貨
店
・
小
美
屋
で
「
原

爆
の
圖
三
部
作
展
」
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

原
爆
の
圖
三
部
作
展

会
期

一
九
五
一
年
八
月
二
三
日
～
三
〇
日

会
場

小
美
屋
三
階
（
神
奈
川
県
川
崎
市
）

主
催

川
崎
市
仏
教
会
・
川
崎
市
教
育
委
員
会

後
援

川
崎
商
工
会
議
所
・
川
崎
市
労
協
・
川
崎
地
区
労
・
鶴
見
地
区
労

責
任
者

勝
山
己
代
治

同
時
出
品

西
田
氏
制
作

川
崎
戦
災
の
図

盛
岡
展
の
ポ
ス
タ
ー
と
酷
似
し
た
う
ず
く
ま
る
女
性
の
裸
体
像
（
た
だ
し
左
右

反
転
し
て
い
る
）
は
位
里
の
筆
に
よ
る
も
の
で
、
絵
の
背
景
と
文
字
の
一
部
が



81

浅
葱
色
の
二
色
刷
り
。
従
来
資
料
で
は
会
期
と
会
場
の
み
明
ら
か
に
な
っ
て
い

た
が
、
今
回
の
資
料
の
発
見
に
よ
っ
て
、
主
催
・
後
援
団
体
や
責
任
者
名
な

ど
の
詳
細
が
判
明
し
た
。
注
目
す
べ
き
は
「
ア
メ
リ
カ
え
渡
る
不
朽
の
名
作
」

と
の
宣
伝
文
句
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
こ
の
年
は
じ
め
に
誘
い
を
断
っ
て

実
現
し
な
か
っ
た
と
回
想
さ
れ
て
い
る
「
原
爆
の
図
」
の
渡
米
計
画
が
、
こ
の

④1951年9月・横浜展 34.5×53cm

時
期
に
お
い
て
何
ら
か
の
か
た
ち
で
進
行
中
で
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

同
時
出
品
の
西
田
氏
制
作
「
川
崎
戦
災
の
図
」
の
詳
細
は
不
明
だ
が
、
お
そ

ら
く
一
九
四
五
年
四
月
一
五
日
の
川
崎
大
空
襲
の
被
害
を
描
い
た
作
品
が
、

「
原
爆
の
図
」
と
と
も
に
展
示
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

④
続
い
て
同
年
九
月
に
横
浜
市
で
開
催
さ
れ
た
「
横
浜
市
従
平
和
文
化
祭
」

に
も
「
原
爆
の
図
」
五
部
作
が
特
別
出
品
さ
れ
た
。

横
浜
市
従
平
和
文
化
祭

会
期

一
九
五
一
年
九
月
一
日
～
五
日

会
場

神
奈
川
体
育
館
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

主
催

横
浜
市
従

後
援

横
浜
市
労
働
組
合
連
盟
・
神
奈
川
県
平
和
推
進
国
民
連
盟

入
場
無
料

緑
青
色
と
朱
色
を
用
い
た
三
色
刷
り
の
ポ
ス
タ
ー
の
背
景
に
描
か
れ
た
薄
い

線
描
画
の
作
者
は
不
明
。
人
間
の
顔
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
も
の
だ
が
、
ひ
と
つ

の
目
を
左
右
の
人
物
像
が
共
有
す
る
こ
と
で
い
く
つ
も
の
顔
が
画
面
の
外
側
へ

連
続
し
て
い
く
イ
メ
ー
ジ
は
、
う
ご
め
く
群
像
、
あ
る
い
は
大
衆
の
連
帯
を
想

起
さ
せ
る
。
右
下
に
は

・

・

と
い
う
日
付
で
横
浜
市
広
告
税
免
除
の

26

8

28

印
が
押
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
展
覧
会
に
つ
い
て
は
、
レ
ッ
ド
パ
ー
ジ
に
よ
っ
て
労
働
運
動
が
で
き
ず
、

文
化
運
動
で
な
け
れ
ば
総
結
集
で
き
な
い
と
い
う
状
況
下
で
、「
平
和
文
化
祭
」

と
銘
打
っ
て
実
際
は
「
原
爆
展
」
を
や
っ
た
と
い
う
市
従
労
組
の
教
育
文
化
部

長
に
よ
る
回
想
（
桜
井
康
信
「
変
え
る
闘
い
」、『
市
従
人
物
二
〇
年
史
』、
横
浜
市
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⑤1951年11月・札幌展 52×35.5cm⑥1952年4月・豊橋展 53×37cm

従
教
宣
部
、
一
九
六
九
年
）
が
残
さ
れ
て
い
る
。

⑤
そ
の
後
、「
原
爆
の
図
」
は
俊
の
故
郷
の
北
海
道
へ
渡
っ
た
。
一
一
月
に

札
幌
市
で
開
催
さ
れ
た
「
原
爆
の
圖
五
部
作
展
」
の
ポ
ス
タ
ー
は
、
原
爆
の

図
の
代
表
的
な
イ
メ
ー
ジ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
第
三
部
《
水
》
の
母
子
像
を
俊
が

墨
で
描
き
な
お
し
、
展
覧
会
名
を
位
里
が
記
し
て
、
モ
ノ
ク
ロ
単
色
刷
り
で
製

作
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
当
時
の
巡
回
展
で
作
成
さ
れ
た
ポ
ス
タ
ー
に
は
、

意
外
に
も
「
原
爆
の
図
」
そ
の
も
の
か
ら
転
用
し
た
イ
メ
ー
ジ
が
使
わ
れ
る
こ

と
が
少
な
く
、
札
幌
展
は
希
少
な
例
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

原
爆
の
圖
五
部
作
展

会
期

一
九
五
一
年
一
一
月
二
〇
日
～
二
二
日

会
場

丸
井
今
井
百
貨
店
四
階
、
富
貴
堂
二
階
（
北
海
道
札
幌
市
）

主
催

北
海
道
大
学
文
化
団
体
連
合
会

京
都
の
「
原
爆
展
」
の
影
響
を
受
け
て
北
海
道
大
学
の
学
生
た
ち
が
企
画

し
た
巡
回
展
（
室
蘭
、
旭
川
、
秩
父
別
、
札
幌
、
函
館
）
の
一
環
で
あ
っ
た
が
、

警
察
の
監
視
が
厳
し
く
、
実
際
に
は
丸
井
今
井
は
二
一
日
ま
で
の
開
催
で
、

北
海
道
大
学
中
央
講
堂
に
会
場
を
移
し
て
二
二
日
か
ら
二
五
日
ま
で
開
催
さ

れ
た
。
ま
た
、
二
二
日
に
は
第
二
会
場
の
書
店
・
富
貴
堂
に
展
示
さ
れ
た
「
市

民
の
声
」
が
政
令
三
二
五
号
「
占
領
目
的
疎
外
行
為
処
罰
令
」
違
反
と
し
て

展
覧
会
責
任
者
が
逮
捕
さ
れ
る
と
い
う
事
件
も
起
き
て
い
る
。

⑥
一
九
五
二
年
四
月
二
八
日
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
条
約
の
発
効
に
よ
っ
て
、

沖
縄
や
奄
美
な
ど
一
部
の
地
域
を
除
い
た
日
本
は
、
連
合
国
軍
の
占
領
か
ら
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解
放
さ
れ
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
期
に
開
催
さ
れ
た
の
が
、
愛
知
大
学
新
聞

部
の
主
催
に
よ
る
豊
橋
と
名
古
屋
の
展
覧
会
で
あ
る
。
ポ
ス
タ
ー
に
は
、
劫

火
に
焼
か
れ
る
母
子
を
描
い
た
俊
の
絵
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

丸
木
位
里
・
赤
松
俊
子
全
五
部
作

原
爆
展

会
期

一
九
五
二
年
四
月
二
六
日
～
二
九
日

会
場

豊
橋
中
央
公
民
館
（
愛
知
県
豊
橋
市
）

会
期

一
九
五
二
年
五
月
三
日
～
七
日

会
場

名
古
屋
商
工
館
ホ
ー
ル
（
愛
知
県
名
古
屋
市
）

主
催

愛
知
大
学
新
聞
部

こ
の
絵
は
、
「
原
爆
の
図
の
た
め
の
デ
ッ
サ
ン
」
で
は
な
く
、
ポ
ス
タ
ー
用

に
描
か
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。
縦
位
置
の
構
図
を
生
か
し
つ
つ
、
原
爆
の
悲
劇
を

⑦1952年7月・渋谷展 53×37cm

明
快
に
伝
え
る
表
現
力
は
、
絵
本
作
家
と
し
て
数
多
く
の
仕
事
を
残
し
た
俊

ら
し
い
仕
事
で
あ
る
。
大
き
な
「
原
爆
展
」
の
見
出
し
は
京
都
展
と
同
じ
く

鮮
や
か
な
朱
色
で
、
二
色
刷
り
と
な
っ
て
い
る
。

⑦
一
九
五
二
年
夏
に
な
る
と
、
東
京
都
平
和
会
議
が
主
導
し
、
東
京
都
内

で
大
規
模
な
「
原
爆
展
」
が
組
織
さ
れ
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
開
催
さ
れ
た

渋
谷
公
会
堂
の
ポ
ス
タ
ー
は
、「
わ
だ
つ
み
の
こ
え
」
の
作
者
と
し
て
知
ら
れ

る
彫
刻
家
の
本
郷
新
に
よ
る
図
案
が
使
用
さ
れ
た
。

大
原
爆
展

会
期

一
九
五
二
年
七
月
三
〇
日
～
八
月
二
日

会
場

渋
谷
公
会
堂
（
東
京
都
渋
谷
区
）

主
催

東
京
西
南
部
平
和
会
議

五
羽
の
鳩
を
頭
に
冠
し
た
女
性
像
の
線
描
は
朱
色
で
二
色
刷
り
。「
日
本
平

和
文
化
賞
受
賞
」「
世
界
平
和
文
化
賞
候
補
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
翌
年
一

月
に
は
「
原
爆
の
図
」
が
世
界
平
和
文
化
賞
を
受
賞
し
た
と
い
う
知
ら
せ
が

届
く
こ
と
に
な
る
。

⑧
同
年
八
月
六
日
か
ら
一
〇
日
ま
で
、
井
の
頭
公
園
に
近
い
、
昆
虫
収
集

で
知
ら
れ
る
平
山
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
「
原
爆
美
術
展
」
も
、
東
京
都
平

和
会
議
の
主
催
で
あ
っ
た
。
キ
ノ
コ
雲
を
単
純
化
し
た
デ
ザ
イ
ン
を
用
い
た
ポ

ス
タ
ー
は
、
赤
、
薄
い
水
色
を
用
い
た
三
色
刷
り
。

原
爆
美
術
展
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⑧1952年8月・武蔵野展 53×36.5cm⑨1952年8月・立川展 52×37cm

会
期

一
九
五
二
年
八
月
六
日
～
一
〇
日

会
場

平
山
博
物
館
（
東
京
都
武
蔵
野
市
）

主
催

東
京
都
平
和
会
議

後
援

横
河
電
機
労
組
・
日
本
無
線
労
組
・
三
鷹
労
協
・
田
無
労
協
・
書

籍
業
組
合
武
蔵
野
支
部
・
教
育
科
学
ム
サ
シ
ノ
研
究
会
・
武
蔵
野
平
和

懇
談
会
・
井
之
頭
文
化
会

賛
同
者

武
者
小
路
実
篤
・
上
原
専
禄
・
亀
井
勝
一
郎
・
塚
原
健
二
郎
・

田
中
惣
五
郎
・
山
西
英
一
・
羽
仁
節
子
・
貴
司
山
治
・
荒
井
源
吉
・
渡

辺
万
助
・
中
山
巍
、
堀
田
清
治
・
栗
原
信
・
園
部
三
郎
・
実
川
博
・
小

峰
順
譽

料
金

一
〇
円

同
年
八
月
八
日
付
『
読
売
新
聞
』
の
記
事
に
は
、
主
催
が
横
河
電
機
・
日

本
無
線
労
組
・
武
蔵
野
教
育
科
学
研
・
田
無
労
協
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
巡
回

展
の
経
緯
を
考
え
る
と
ポ
ス
タ
ー
の
方
が
正
確
だ
ろ
う
。
主
催
・
後
援
団
体
に

加
え
て
、
作
家
や
大
学
教
授
、
地
元
市
長
ら
錚
々
た
る
顔
ぶ
れ
の
賛
同
者
が
詳

細
に
記
さ
れ
て
い
る
点
に
お
い
て
も
、
資
料
的
価
値
の
高
い
ポ
ス
タ
ー
で
あ
る
。

⑨
同
年
八
月
一
五
日
か
ら
一
七
日
ま
で
立
川
南
口
公
会
堂
で
開
催
さ
れ
た

「
原
爆
美
術
展
」
の
ポ
ス
タ
ー
は
、
朱
、
紺
、
墨
の
三
色
の
手
刷
り
木
版
で

あ
る
点
が
大
き
な
特
徴
だ
。

原
爆
美
術
展

会
期

一
九
五
二
年
八
月
一
五
日
～
一
七
日

会
場

立
川
南
口
公
会
堂
（
東
京
都
立
川
市
）
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主
催

東
京
都
平
和
会
議

後
援

立
川
平
和
懇
談
会
準
備
会

展
覧
会
の
責
任
者
で
あ
る
東
京
都
平
和
会
議
会
員
の
岸
清
次
は
、
「
ポ
ス

タ
ー
は
現
在
有
名
な
画
家
と
な
っ
て
い
ら
れ
る
佐
藤
多
持
画
伯
が
原
画
を
描

き
、
木
板
の
版
木
を
作
っ
て
印
刷
し
て
下
さ
い
ま
し
た
」（『
小
さ
な
ロ
ウ
ソ
ク
の

灯
の
よ
う
に
』、
け
や
き
出
版
、
一
九
八
四
年
）
と
回
想
し
て
い
る
。
佐
藤
多
持

は
東
京
都
北
多
摩
郡
国
分
寺
町
（
現
国
分
寺
市
）
の
観
音
寺
の
息
子
に
生
ま
れ
、

岸
と
は
幼
馴
染
で
あ
っ
た
。

こ
の
展
覧
会
を
機
に
立
川
平
和
懇
談
会
が
結
成
さ
れ
、
感
想
文
集
や
幻
灯

『
基
地
立
川
』
が
製
作
さ
れ
る
が
、
ポ
ス
タ
ー
の
時
点
で
は
「
準
備
会
」
と

記
さ
れ
て
い
る
。

⑩1952年9月・川越展 51.5×38cm

会
場
と
な
っ
た
立
川
南
口
公
会
堂
が
、
現
在
の
柴
中
会
公
会
堂
（
立
川
市
柴

崎
町
）
で
あ
る
こ
と
も
、
二
〇
一
七
年
八
月
の
現
地
調
査
で
判
明
し
た
。

⑩
今
回
の
ポ
ス
タ
ー
発
見
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
展
覧
会
の
ひ
と
つ
が
、

同
年
九
月
に
川
越
会
館
で
開
催
さ
れ
た
「
原
爆
展
」
で
あ
っ
た
。

原
爆
展

会
期

一
九
五
二
年
九
月
一
一
日
～
一
四
日

会
場

川
越
会
館
（
埼
玉
県
川
越
市
）

主
催

株
式
会
社
日
刊
埼
玉

後
援

川
越
市
・
川
越
商
工
会
議
所

料
金

大
人
二
〇
円

小
人
一
〇
円

「
原
爆
展
」
の
見
出
し
は
赤
、
背
景
は
薄
い
灰
色
で
、
二
色
刷
り
。
う
ず
く

ま
り
、
横
た
わ
る
二
人
の
女
性
を
描
い
た
絵
の
作
者
は
不
明
だ
が
、
位
里
や

俊
の
作
で
は
な
い
。

主
催
の
『
日
刊
埼
玉
』
に
は
、
一
九
五
二
年
九
月
五
日
、
六
日
、
一
一
日

付
紙
面
に
「
原
爆
展
」
の
社
告
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
「
本
催
に
つ

い
て
は
何
等
の
思
想
や
背
景
も
意
志
も
あ
り
ま
せ
ん
念
の
為
」
と
の
一
文
が
添

え
ら
れ
た
が
、
開
幕
後
の
一
二
日
付
紙
面
に
は
「
圧
倒
的
人
気
！
原
爆
展
始

る

悲
惨
な
被
害
目
前
に

初
日
早
く
も
五
千
人
が
参
観
」
と
の
見
出
し
が

あ
り
、
主
催
者
の
懸
念
を
覆
す
観
客
の
熱
気
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

ま
た
、
一
五
日
付
紙
面
に
は
、
熊
谷
市
で
も
「
原
爆
展
」
の
計
画
が
あ
る

と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
当
時
巡
回
展
に
関
わ
っ
た
東
京
都
立
大
学
の
学
生
・
西

岡
洋
の
聞
き
取
り
で
も
、
埼
玉
県
内
は
浦
和
や
川
越
の
ほ
か
数
カ
所
を
巡
回
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⑪1952年9月・増上寺展 38×26cm⑫1952年11月・佐世保展 54×39cm

し
た
と
の
証
言
を
得
て
お
り
、
さ
ら
に
調
査
を
進
め
た
い
。

会
場
の
川
越
会
館
は
、
当
時
川
越
小
学
校
の
前
に
あ
っ
た
木
造
瓦
葺
き
平

屋
建
て
の
建
築
物
で
、
川
越
商
工
会
議
所
が
運
営
し
、
公
共
の
集
会
所
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
た
（
一
九
六
三
年
に
市
民
会
館
建
設
に
と
も
な
い
解
体
）。

⑪
同
時
期
に
芝
の
増
上
寺
で
開
催
さ
れ
た
「
原
爆
展
」
も
、
現
存
す
る
記

録
が
少
な
く
、
増
上
寺
に
問
い
合
わ
せ
て
も
資
料
が
残
っ
て
い
な
い
と
の
こ
と

な
の
で
、
ポ
ス
タ
ー
は
貴
重
な
発
見
で
あ
っ
た
。

原
爆
展

会
期

一
九
五
二
年
九
月
一
七
日
～
二
一
日

会
場

増
上
寺
（
東
京
都
港
区
芝
）

主
催

港
区
原
爆
展
実
行
委
員
会

炎
に
包
ま
れ
た
母
子
像
は
俊
の
作
で
、
絵
の
背
景
と
主
催
団
体
の
文
字
が

オ
レ
ン
ジ
色
の
二
色
刷
り
。
ポ
ス
タ
ー
の
寸
法
は
、
従
来
の
半
分
の
Ｂ
４
サ
イ

ズ
。「
原
爆
展
」
の
文
字
は
位
里
の
筆
だ
ろ
う
。

前
述
の
埼
玉
巡
回
展
と
会
期
が
重
複
し
て
い
る
が
、『
埼
玉
新
聞
』
に
掲
載

さ
れ
た
写
真
か
ら
は
、
埼
玉
に
は
再
制
作
版
の
「
原
爆
の
図
」
三
部
作
が
展

示
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
増
上
寺
に
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
三
部
作
が
運
ば
れ
た

の
だ
ろ
う
。
主
催
は
港
区
原
爆
展
実
行
委
員
会
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
東
京

都
平
和
会
議
の
主
導
に
よ
る
企
画
の
一
環
で
あ
る
。

⑫
そ
の
後
も
「
原
爆
展
」
は
絶
え
間
な
く
続
き
、
同
年
一
〇
月
か
ら
は
九

州
各
地
を
巡
回
し
て
い
く
が
、
現
存
す
る
ポ
ス
タ
ー
は
一
一
月
の
佐
世
保
展
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ま
で
間
が
空
い
て
い
る
。

原
爆
の
図
展

会
期

一
九
五
二
年
一
一
月
一
六
日
～
一
九
日

会
場

佐
世
保
市
公
会
堂
（
長
崎
県
佐
世
保
市
）

主
催

佐
世
保
市
原
爆
図
展
実
行
委
員
会

参
加
団
体

長
崎
県
労
働
組
合
評
議
会
・
佐
世
保
地
区
労
働
組
合
会
議
・

佐
世
保
市
遺
族
会
・
佐
世
保
市
連
合
婦
人
会
・
新
婦
人
協
議
会
・
佐
世

保
市
教
組
・
佐
世
保
市
宗
教
連
盟
・
佐
世
保
高
校
職
組
・
平
和
擁
護
委

員
会
・
佐
世
保
市
教
育
課
・
各
新
聞
社

入
場
料

一
般
二
〇
円

高
校
生
一
〇
円

小
中
学
生
五
円

⑬1953年4月・姫路展 70×51cm

第
三
部
《
水
》
の
部
分
画
像
と
会
期
・
時
間
、
会
場
の
文
字
が
オ
レ
ン
ジ

色
で
、
二
色
刷
り
。「
原
爆
の
図
」
の
部
分
を
そ
の
ま
ま
ト
リ
ミ
ン
グ
し
て
転

載
し
た
例
は
、
現
在
発
見
さ
れ
て
い
る
ポ
ス
タ
ー
の
中
で
は
佐
世
保
展
の
み
で

あ
る
。

展
覧
会
の
開
催
は
一
九
五
二
年
一
月
一
九
日
付
『
長
崎
日
日
新
聞
』
に
報

じ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
参
加
団
体
や
慰
霊
祭
の
開
催
な
ど
の
詳
細
な
情
報
は
、

今
回
の
ポ
ス
タ
ー
の
発
見
で
新
た
に
判
明
し
た
。

⑬
一
九
五
三
年
四
月
に
姫
路
で
開
催
さ
れ
た
「
原
爆
展
」
に
つ
い
て
は
、

近
年
、
姫
路
を
拠
点
と
す
る
詩
人
集
団
「
Ｉ
Ｏ
Ｍ
同
盟
」
の
調
査
研
究
を
行
っ

て
い
る
田
口
麻
奈
に
よ
っ
て
、
開
催
予
告
や
内
容
に
関
す
る
掲
示
資
料
や
、『
は

ら
か
ら
の
叫
び

姫
路
原
爆
展
感
想
文
集
』（
神
戸
大
学
姫
路
分
校
自
治
会
／

姫
路
平
和
を
守
る
会
準
備
会
編
、
神
戸
大
学
大
学
文
書
史
料
室
蔵
）
の
存
在
が
明

ら
か
に
な
っ
て
い
た
。

原
爆
展

会
期

一
九
五
三
年
四
月
二
八
日
～
三
〇
日

会
場

姫
路
労
働
会
館
（
兵
庫
県
姫
路
市
）

主
催

神
戸
大
学
姫
路
分
校

後
援

姫
路
教
職
員
組
合
・
姫
路
工
業
大
学

『
Ｉ
Ｏ
Ｍ
同
盟
主
催
街
頭
ハ
ガ
キ
展
・
反
戦
平
和
の
た
め
の
詩
歌
原
稿
展
資

料
集
』（
田
口
麻
奈
編
、
非
売
限
定
一
二
〇
部
、
二
〇
二
〇
年
）
や
「
Ｉ
Ｏ
Ｍ
同

盟
を
中
心
と
す
る
街
頭
ハ
ガ
キ
展
、
詩
歌
原
稿
展
お
よ
び
姫
路
原
爆
展
を
め

ぐ
る
資
料
の
整
理
と
検
証
」（
田
口
麻
奈
・
逆
井
聡
人
、『
都
留
文
科
大
学
大
学
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院
紀
要
』
第
二
四
集
、
二
〇
二
〇
年
）
に
収
録
さ
れ
た
資
料
に
よ
る
と
、「
原
爆

展
」
の
展
示
物
は
、「
内
容
２
」
が
「
原
爆
の
図
デ
ッ
サ
ン
」
四
〇
枚
、「
内

容
３
」
が
「
ピ
カ
ド
ン
物
語
」、「
内
容
４
」
が
「
原
爆
被
害
写
真
」
と
記
さ

れ
て
い
る
。「
ピ
カ
ド
ン
物
語
」
と
は
、
位
里
と
俊
の
手
が
け
た
絵
本
『
ピ
カ

ド
ン
』（
ポ
ツ
ダ
ム
書
店
、
一
九
五
〇
年
）
の
複
製
画
だ
ろ
う
。「
内
容
１
」
は

欠
損
し
て
い
る
が
、
ポ
ス
タ
ー
の
情
報
と
照
合
す
れ
ば
、「
原
爆
の
図
全
五
部

作
」
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

「
原
爆
展
」
お
よ
び
「
原
爆
の
図
」
の
文
字
は
赤
、
日
時
・
場
所
・
主
催
の

文
字
は
黄
色
、
背
景
の
煉
瓦
は
茶
色
で
四
色
刷
り
。
広
島
を
題
材
に
し
た
「
原

爆
の
図
」
の
巡
回
展
と
し
て
は
珍
し
く
、
長
崎
の
浦
上
天
主
堂
が
モ
チ
ー
フ
に

な
っ
て
い
る
。
こ
の
絵
も
丸
木
夫
妻
の
作
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
ポ
ス
タ
ー
の
大

き
さ
は
Ｂ
２
サ
イ
ズ
と
か
な
り
大
き
い
。

⑭1953年8月・防府展 74×52cm

⑭
同
年
七
月
に
山
口
大
学
か
ら
は
じ
ま
り
、
厚
狭
町
（
現
山
陽
小
野
田
市
）、

小
郡
町
（
現
山
口
市
）
、
小
野
田
市
、
下
関
市
、
岩
国
市
、
防
府
市
、
宇
部

市
と
山
口
県
内
を
巡
回
し
た
展
覧
会
に
は
、
夏
休
み
に
入
っ
た
東
京
都
立
大

学
の
学
生
も
駆
け
つ
け
て
運
営
を
手
伝
っ
た
と
い
う
証
言
が
残
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
ポ
ス
タ
ー
の
発
見
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
不
明
だ
っ
た
防
府
展
の
会

期
と
会
場
、
主
催
団
体
が
判
明
し
た
。

原
爆
の
図
展

会
期

一
九
五
三
年
八
月
三
一
日
～
九
月
二
日

会
場

防
府
市
会
議
事
堂
（
山
口
県
防
府
市
）

主
催

防
府
市
・
防
府
地
区
連

宣
伝
文
の
う
ち
「
丸
木
赤
松
両
画
伯
の
原
爆
の
図
」
と
、
会
期
の
日
付
が

黄
色
、
背
景
は
濃
緑
色
で
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
中
央
の
女
性
像
は
、
一
九
五

三
年
一
〇
月
公
開
の
日
教
組
プ
ロ
製
作
映
画
『
ひ
ろ
し
ま
』
の
メ
イ
ン
イ
メ
ー

ジ
で
、
川
の
中
で
女
学
校
の
先
生
（
月
丘
夢
路
）
と
生
徒
が
抱
き
合
う
場
面
か

ら
の
引
用
だ
ろ
う
。
こ
の
絵
も
ま
た
、
丸
木
夫
妻
の
筆
に
よ
る
も
の
で
な
い
。

ポ
ス
タ
ー
の
大
き
さ
は
Ｂ
２
サ
イ
ズ
。

⑮
一
九
五
四
年
一
月
に
「
原
爆
の
図
」
が
世
界
（
国
際
）
平
和
文
化
賞
を

受
賞
し
た
た
め
、
同
年
七
月
に
開
催
さ
れ
た
甲
府
展
の
ポ
ス
タ
ー
に
は
、
受

賞
を
祝
う
宣
伝
文
も
記
さ
れ
て
い
る
。

原
爆
の
図
展

会
期

一
九
五
四
年
七
月
一
三
日
～
一
四
日
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⑮1954年7月・甲府展 53×37cm⑯1956年4月・横須賀展 53×37cm

会
場

岡
島
デ
パ
ー
ト
（
山
梨
県
甲
府
市
）

主
催

山
梨
平
和
懇
談
会
・
山
梨
青
年
婦
人
学
生
平
和
集
会
実
行
委
員

会
・
山
梨
県
労
働
組
合
総
連
合
会
・
山
梨
県
教
職
員
組
合

後
援

山
梨
県
・
山
梨
県
教
育
委
員
会
・
甲
府
市
・
山
梨
美
術
協
会
・
山

梨
造
形
美
術
会
・
文
化
人
・
読
売
新
聞
甲
府
支
局
・
日
本
経
済
新
聞
甲

府
支
局
・
山
梨
時
事
新
聞
社
・
甲
府
放
送
局

こ
の
展
覧
会
の
存
在
も
、
今
回
の
ポ
ス
タ
ー
の
発
見
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な

っ
た
の
だ
が
、
そ
の
後
の
調
査
で
、
一
九
五
四
年
七
月
九
日
付
『
山
梨
日
日

新
聞
』
に
告
知
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

原
爆
の
図
が
「
４
、
５
、
６
部
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
初
期
三
部
作
が

俊
の
手
に
よ
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
渡
り
、
海
外
を
巡
回
し
は
じ
め
て
い
た
こ
と
を

示
す
。
被
爆
者
を
思
わ
せ
る
顔
の
絵
は
、
第
五
部
《
少
年
少
女
》
右
隻
上
部

か
ら
の
引
用
と
思
わ
れ
る
が
、
作
者
は
俊
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

⑯
横
須
賀
の
「
原
爆
展
」
は
、
一
九
五
六
年
四
月
、「
原
爆
の
図
」
が
十

部
作
完
成
記
念
の
世
界
巡
回
に
旅
立
つ
直
前
に
開
催
さ
れ
た
、
壮
行
会
の
よ

う
な
位
置
づ
け
の
展
覧
会
で
あ
る
。
従
来
は
会
場
が
不
明
だ
っ
た
が
、
ポ
ス
タ
ー

の
発
見
に
よ
り
、
横
須
賀
商
工
会
議
所
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

原
爆
展

会
期

一
九
五
六
年
四
月
二
一
日
～
二
三
日

会
場

横
須
賀
市
商
工
会
議
所
講
堂
（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
）

主
催

横
須
賀
三
浦
原
水
爆
禁
止
懇
談
会

後
援

横
須
賀
市
・
横
須
賀
市
教
育
委
員
会
・
神
奈
川
新
聞
社
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会
場
整
理
費

大
人
二
〇
円

子
供
一
〇
円

「
原
爆
展
」
の
見
出
し
、
会
期
と
会
場
、
料
金
、
広
告
な
ど
の
文
字
が
柿

渋
色
、
そ
の
他
は
青
碧
色
の
二
色
刷
り
の
ポ
ス
タ
ー
。

⑰
日
時
は
空
欄
だ
が
、
主
催
団
体
と
後
援
が
「
原
爆
展
」
と
同
じ
「
廣
島

焼
津
原
爆
被
災
者
を
囲
む
懇
談
会
」
の
Ｂ
４
サ
イ
ズ
の
ポ
ス
タ
ー
も
発
見
さ
れ

て
お
り
（
図
柄
と
大
き
さ
は
芝
増
上
寺
展
と
同
一
）、
展
覧
会
に
合
わ
せ
て
企
画

さ
れ
た
催
し
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
一
七
点
の
ポ
ス
タ
ー
は
、
い
ず
れ
も
「
原
爆
の
図
」
が
出
品
さ
れ
た

展
覧
会
の
告
知
で
あ
り
な
が
ら
、
位
里
や
俊
が
直
接
手
が
け
た
も
の
は
三
分

の
一
程
度
の
六
～
七
点
に
過
ぎ
な
い
。
京
都
や
横
浜
、
横
須
賀
な
ど
「
原
爆

⑰1956年4月・横須賀懇談会 37×26cm

の
図
」
だ
け
の
展
示
で
は
な
い
企
画
も
あ
る
と
は
い
え
、
別
の
描
き
手
が
「
原

爆
の
図
」
を
描
き
な
お
し
た
り
、
ま
っ
た
く
異
な
る
イ
メ
ー
ジ
を
創
作
あ
る
い

は
転
用
し
た
り
、
現
在
で
は
考
え
ら
れ
な
い
大
胆
で
自
由
な
感
覚
が
伝
わ
っ
て

く
る
。

そ
れ
は
「
原
爆
の
図
」
の
展
覧
会
が
、
作
者
だ
け
で
は
な
く
、
展
覧
会
に

携
わ
っ
た
周
囲
の
人
び
と
の
主
体
的
な
意
欲
を
刺
激
し
て
い
た
こ
と
の
表
れ
か

⑱1967年9月・松坂屋展 38×53cm
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も
し
れ
な
い
。
当
時
の
印
刷
技
術
の
可
能
性
と
限
界
の
影
響
も
大
き
い
の
だ
ろ

う
が
、
あ
の
時
代
に
人
び
と
が
共
有
し
て
い
た
「
当
事
者
性
」
は
、
こ
う
し
た

形
で
発
露
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

⑱
今
回
発
見
さ
れ
た
ポ
ス
タ
ー
の
中
に
は
、
一
九
六
七
年
九
月
五
日
～
一

〇
日
に
銀
座
・
松
坂
屋
で
開
催
さ
れ
た
広
島
市
・
朝
日
新
聞
社
主
催
の
「
原

爆
ド
ー
ム
保
存
工
事
完
成
記
念

ヒ
ロ
シ
マ
原
爆
展
」
も
含
ま
れ
て
い
た
。
し

か
し
、
こ
の
ポ
ス
タ
ー
だ
け
は
十
年
ほ
ど
時
代
が
新
し
く
な
る
こ
と
も
あ
り
、

原
爆
ド
ー
ム
を
上
空
か
ら
撮
影
し
た
モ
ノ
ク
ロ
写
真
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
現

代
的
で
端
正
な
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
九
五
〇
年
代
の
手
書
き
ポ

ス
タ
ー
か
ら
伝
わ
る
「
熱
」
が
確
実
に
冷
め
、「
過
去
」
へ
、
そ
し
て
「
他
者
」

へ
と
遠
ざ
か
り
つ
つ
あ
る
距
離
も
、
そ
こ
に
感
じ
て
し
ま
う
の
だ
。

本
稿
は
、
ポ
ー
ラ
美
術
振
興
財
団
調
査
研
究
助
成
「
丸
木
位
里
・
俊
の
絵

画
作
品
「
共
同
制
作
」
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」
の
研
究
成
果
が
含
ま
れ
て

い
る
。
ま
た
資
料
調
査
に
関
し
て
は
、
山
梨
県
立
図
書
館
、
川
越
市
立
中
央

図
書
館
、
熊
谷
市
立
熊
谷
図
書
館
、
本
郷
新
記
念
札
幌
彫
刻
美
術
館
に
協
力

を
頂
い
た
。


